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国際放射線防護委員会（ICRP）

放射線防護の基本的な枠組みと防護基準を勧告することを目的とする。
主委員会と5つの専門委員会（放射線影響、線量概念、医療被ばくに
対する防護、勧告の適用、環境の放射線防護）で構成されている。
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勧告

1990年
勧告

2007年
勧告

線量限度
（職業人） 50mSv/年

100mSv/5年
かつ

50mSv/年

100mSv/5年
かつ

50mSv/年

線量限度
（一般公衆） 5mSv/年 1mSv/年 1mSv/年

mSv：ミリシーベルト

国際放射線防護委員会（ICRP）

防護の原則
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（参考）ICRPの勧告より、線量限度について抜粋
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